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８．４から７までに掲げる事業及び措置と一体的に推進する事業に関する事項 

 

 

（１）現状分析 

当市の中心市街地には、青森市や秋田市をつなぐ奥羽本線のＪＲ弘前駅、黒石市

をつなぐ弘南鉄道弘南線の弘前駅、大鰐町をつなぐ弘南鉄道大鰐線の中央弘前駅の

３つの鉄道駅があります。平成22年には東北新幹線が新青森駅まで延伸され、東京

～弘前が３時間30分で結ばれ、鉄道を利用した首都圏からのアクセス性が高まりま

した。また、弘前駅前及び弘前バスターミナルからは市内循環100円バスや市内路線

バスをはじめ、近隣市町村を結ぶ路線バスや青森空港線、盛岡、仙台及び東京への

長距離バスが運行されています。 

このように駅前が交通の結節点となっており、公共交通の利便性が高い地域とな

っています。 

しかし、人口が減少しているのに対して、保有自動車数及び保有率はともに増加

しており、保有率については、平成17年と平成26年を比較すると約6.5％増加と、自

家用自動車への依存が高くなっています。 

そのため、市内の路線バスの利用者は年々減少しており、平成17年度から平成26

年度にかけては27.5ポイントの減少となっています。また、弘南鉄道でも、平成17

年度から平成26年度にかけて弘南線が10.8%の減少、大鰐線では47.4％の減少となっ

ています。 

中心市街地を循環する「土手町循環100円バス」の利用者数は、東日本大震災以降

（平成23年度以降）若干減少しましたが年間39万人あり、中心市街地への集客ポテ

ンシャルはあることがわかります。 

 

（２）公共交通機関の利便性の増進及びその他一体的に推進する事業の必要性 

 地球環境問題への対応や、高齢化の進展による自動車利用困難者の増加、特に、

当市においては中心市街地周辺部の高齢化に対応したまちなかの活性化が課題であ

り、公共交通を利用した中心市街地へのアクセスの向上が求められています。 

このような状況を踏まえ、「出かけたくなる賑わいと魅力のあるまち」、「歴史･文

化とふれあえる観光のまち」を包括的に実現するためには、（３）の事業を推進する

必要があります。 

アンケート調査によると、中心市街地の交通手段としては、自動車を使用する人

が最も多い一方で、駐車場に対する不満が多くなっています。一部の民間駐車場で

は無料化を実施していますが、一層来街しやすい環境づくりに向けた対応が必要と

なっています。 

また、中心市街地では、情報携帯ツール技術の革新やネットワークの発達による

新たな情報提供の可能性を探るモデル事業が実施され、観光客や市民の利便の向上

につながり一定の成果を上げましたが、平成 23 年度に運用を終了しています。この

ほか、観光振興への取り組みや城下町フォーラムの開催など、まちづくりに対する

市民意識が高まっています。中心市街地には多くの歴史的・文化的資源が集積して

[１] 公共交通機関の利便性の増進及び特定事業の推進の必要性 



106 

 

いますが、活用しきれていないため、これら資源を取り込みながら観光客の回遊性

を高める事業を進めていく必要があります。 

中心市街地には、観光、文化、学習などをテーマに、観光関係者、大学、ＮＰＯ

など様々な主体による取り組みが行われていますが、まだ連携された活動には至っ

ていません。今後、このような取り組みと中心市街地の活性化をいかに結びつける

かが課題となっています。 

 

（３）重点事業 

●中心市街地活性化協議会支援補助事業 

●吉野町緑地周辺整備事業【再掲】 

●中心市街地誘導型パークアンドライド事業 

●城東口駐車場整備事業 

●まちなかお出かけパス事業 

●藤田記念庭園利活用事業【再掲】 

●景観形成事業 

●景観重要建造物保存・改修費助成事業 

●趣のある建物散策ガイドマップ作成事業 

●地域公共交通確保維持事業 

●交通結節点ネットワーク環境向上事業 

●市内循環バス事業         

●まちなかお出かけパス事業 

●サイクルネット活用促進事業    

●新幹線活用対策事業          

●イベント列車運行事業      

 

（４）フォローアップの考え方 

 計画期間の各年度において、事業の進捗状況を調査、確認し、状況に応じて事業

促進のために必要な改善等を講じていくこととします。 
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［２］具体的事業の内容 

（１）法に定める特別の措置に関連する事業 

    該当なし 

 

（２）①認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業 

事業名、内容及び 

実施時期 
実施主体 

中心市街地の活性化を実現する  

ための位置付け及び必要性  

支援措置の内容

及び実施時期 

その他 

の事項 

○事業名 

中心市街地活性

化協議会支援補

助事業 

○内容 

弘前市中心市街

地活性化協議会

が行う活性化事

業等に対する支

援 

○実施時期 

平成20年度～ 

弘前市 中心市街地活性化協議会が行う活

性化事業や運営等に対して支援

し、中心市街地活性化に向けた一

体的な取り組みへの実効性が高ま

ることは、「出かけたくなる賑わい

と魅力のあるまち」、「歴史･文化と

ふれあえる観光のまち」の実現に

つながる必要な事業です。 

○支援措置名 

中心市街地活

性化ソフト事

業 

○実施時期 

平成20年度～

32年度 

 

 

○事業名 

吉野町緑地周辺

整備事業【再掲】 

○内容 

吉野町緑地周辺

の拠点施設の整

備 

○実施時期 

平成27年度～31

年度 

弘前市 吉野町緑地を中心市街地の新た

な魅力を創出する「文化・交流エ

リア」の拠点として、美術館を核

とした賑わいの場とすることは、

「出かけたくなる賑わいと魅力

あるまち」、「歴史・文化とふれあ

える観光のまち」の実現につなが

る必要な事業です。 

○支援措置名 

中心市街地活

性化ソフト事

業 

○実施時期 

平成28年度 

 

○事業名 

中心市街地誘導

型パークアンド

ライド事業 

○内容 

自動車交通の渋

滞緩和と中心市

街地のまち歩き

誘導 

○事業時期 

平成26年度～ 

弘前市 郊外に設置した臨時駐車場と中

心市街地を結ぶシャトルバスに

より、さくらまつり期間の自動

車交通の渋滞緩和や、中心市街

地へ来街者を積極的に誘導する

ことは、「出かけたくなる賑わい

と魅力のあるまち」、「歴史･文化

とふれあえる観光のまち」の実

現につながる必要な事業です。 

○支援措置名 

中心市街地活

性化ソフト事

業 

○実施時期 

平成29年度～

32年度 

 

○事業名 

城東口駐車場整

備事業 

○内容 

ＪＲ弘前駅城東

口駐車場の管理

システムの機器

弘前市 城東口駐車場の管理システムの

機器更新により、駅周辺部の中

心市街地にふさわしい交通結節

点として一層来街しやすい環境

づくりにつながるものであり、

「出かけたくなる賑わいと魅力

のあるまち」、「歴史・文化とふ

○支援措置名 

中心市街地再

活性化特別対

策事業 

○実施時期 

平成30年度～

32年度 
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更新 

○実施時期 

平成30年度～ 

れあえる観光のまち」の実現に

つながる必要な事業です。 

○事業名 

まちなかお出か

けパス事業 

○内容 

公共交通で中心

市街地に来街す

る高齢者等への

運賃軽減 

○事業時期 

平成27年度～ 

弘前市 公共交通を利用する高齢者等の

運賃軽減は、中心市街地への来

街手段・機会の増加が期待でき、

「出かけたくなる賑わいと魅力

のあるまち」、「歴史・文化とふ

れあえる観光のまち」の実現に

つながる必要な事業です。 

○支援措置名 

中心市街地活

性化ソフト事

業 

○実施時期 

平成30年度～

32年度 

 

 

（２）②認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関連 

   する事業 

   該当なし 

 

（３）中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業 

事業名、内容及び 

実施時期 
実施主体 

中心市街地の活性化を実現する  

ための位置付け及び必要性  

支援措置の内容

及び実施時期 

その他 

の事項 

○事業名 

藤田記念庭園利

活用事業【再掲】 

○内容 

藤田記念庭園を

活用した催事の

開催 

○実施時期 

平成 25 年度～ 

藤田記念

庭園利活

用事業実

行委員会 

庭園内の建物、園地、景観を利用

した事業を実施し、藤田記念庭園

の認知度とブランド力を高める

ことは、市民や観光客の入園の増

加が図れることから、「出かけた

くなる賑わいと魅力のあるま

ち」、「歴史･文化とふれあえる観

光のまち」の実現につながる必要

な事業です。 

○支援措置名 

社会資本整備

総合交付金(街

なみ環境整備

事業の効果促

進事業) 

○実施時期 

平成 28 年度～

30 年度 

 

○事業名 

景観形成事業 

○内容 

景観計画に基づい

た景観形成の推進 

○実施時期 

平成24年度～ 

弘前市 景観計画の周知やフォーラムの

開催により市民等の意識啓発を

図り、当市の特徴的な景観の保

全・形成等、円滑な景観計画が運

用されることで、「出かけたくな

る賑わいと魅力のあるまち」、「歴

史・文化とふれあえる観光のま

ち」の実現につながる必要な事業

です。 

○支援措置名 

社会資本整備

総合交付金（街

なみ環境整備

事業の効果促

進事業） 

○実施時期 

平成26年度～

30年度 

 

○事業名 

景観重要建造物

保存・改修費助成

事業 

○内容 

景観重要建造物

の指定及び改修

弘前市 景観重要建造物の指定制度を活

用した、建造物所有者への助言や

改修費の一部助成等を実施する

ことにより、歴史的建造物の保全

が図られ、当市の特徴的な景観の

保全・形成が推進されることか

ら、「出かけたくなる賑わいと魅

○支援措置名 

社会資本整備

総合交付金（街

なみ環境整備

事業の効果促

進事業） 

○実施時期 
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等の支援 

○実施時期 

平成24年度～ 

力のあるまち」、「歴史・文化とふ

れあえる観光のまち」の実現につ

ながる必要な事業です。 

平成26年度～

30年度 

 

○事業名 

趣のある建物散

策ガイドマップ

作成事業 

○内容 

市民や観光客に

対して歴史的・文

化的建物を紹介

するガイドブッ

クの発行 

○実施時期 

平成19年度～ 

弘前市 市独自の指定制度である「趣のあ

る建物」の紹介や、それらを巡る

散策ルートを載せたパンフレッ

トを作成し、市民や観光客に市内

を巡ってもらうことは、「歩いて

出かけたくなる賑わいのあるま

ち」、「歴史・文化と触れあえる観

光のまち」の実現につながる必要

な事業です。 

○支援措置名 

社会資本整備

総合交付金（街

なみ環境整備

事業の効果促

進事業） 

○実施時期 

平成26年度～

30年度 

 

 

○事業名 

地域公共交通確

保維持事業 

○内容 

循環バス、路線バ

スの経路の見直

し等を行う 

○実施時期 

平成27年度～ 

弘前市 地域住民との意見交換しながら、

中心市街地公共交通のアクセス

向上のための見直しを進めるこ

とは、「出かけたくなる賑わいと

魅力のあるまち」、「歴史･文化と

ふれあえる観光のまち」の実現に

つながる必要な事業です。 

○支援措置名 

地域公共交通

確保維持改善

事業（地域公共

交通確保維持

事業/地域公共

交通バリア解

消促進等事業/

地域公共交通

調査等事業） 

○実施時期 

平成28年度 

 

○事業名 

交通結節点ネッ

トワーク環境向

上事業 

○内容 

中心市街地の交

通結節点を結ぶ

循環バス等の実

証運行など 

○事業時期 

平成26年度～ 

弘前市 弘南鉄道大鰐線中央弘前駅とＪ

Ｒ弘前駅などの交通結節点結ぶ

循環バス等の実証運行などを行

いながら、公共交通機関利用者

の利便性向上が、利用者の増加

につながる手法を検討すること

は、「出かけたくなる賑わいと魅

力のあるまち」、「歴史･文化とふ

れあえる観光のまち」の実現に

つながる必要な事業です。 

○支援措置名 

社会資本整備

総 合 交 付 金

（都市再構築

戦略事業） 

○実施時期 

平成27年度～

28年度 

 

 

 

 

 

（４）国の支援がないその他の事業 
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事業名、内容及び 

実施時期 
実施主体 

中心市街地の活性化を実現する  

ための位置付け及び必要性  

国以外の支援

措置の内容及び 

実施時期 

その他 

の事項 

○事業等名 

市内循環バス運

営事業 

○内容 

土手町循環など

の循環バスの運

行（4系統） 

○実施時期 

平成11年度～ 

弘南バス

㈱ 

郊外と中心市街地を循環するバ

スや中心市街地内を循環するバ

スの運行は、公共交通を利用した

中心市街地へのアクセスを高め

ることは、「出かけたくなる賑わ

いと魅力のあるまち」、「歴史・文

化とふれあえる観光のまち」の実

現につながる必要な事業です。 

  

○事業名 

サイクルネット活

用促進事業 

○内容 

観光施設における

自転車を有料で貸

出 

○実施時期 

平成20年度～ 

弘前市、

（公社）

弘前観光

コンベン

ション協

会 

市内観光の二次交通整備とし

て、市内観光施設において自転

車の有料貸出し、観光客の利便

性を高めることは、「歴史・文化

とふれあえる観光のまち」の実

現につながる必要な事業です。 

  

○事業名 

新幹線活用対策

事業 

○内容 

観光情報の発信、

宣伝活動の推進

等 

○実施時期 

平成19年度～ 

弘前市、

(公社)弘

前観光コ

ンベンシ

ョン協会、 

商工会議

所他 

北海道新幹線新函館開業に伴

う、当市へのインバウンド効果

など、開業効果を獲得するため

に観光情報の発信や宣伝活動の

推進を図ることは、「出かけたく

なる賑わいと魅力のあるまち」

や「歴史・文化とふれあえる観

光のまち」の実現につながる必

要な事業です。 

  

○事業名 

イベント列車運

行事業 

○内容 

夏季の｢納涼ビー

ル列車｣や冬季の

｢忘年列車｣「けの

汁列車」の自主運

行及び団体等へ

の貸切列車とし

て運行 

○実施時期 

昭和60年度～ 

弘南鉄道

㈱ 

郊外と中心市街地を結ぶ弘南鉄

道を活用したイベントにより、中

心市街地への来街動機の向上や

新たな観光資源としての魅力づ

くりにつながるものであり、「出

かけたくなる賑わいと魅力のあ

るまち」、「歴史・文化とふれあえ

る観光のまち」の実現につながる

必要な事業です。 

  

 

 

 

◇ ４から８までに掲げる事業及び措置の実施箇所 
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 中心市街地区域 

凡    例 

 
 事業施行中、今後実施 

 
○…市事業 

○…県事業 

○…民間事業 

④ 

① 

⑦ 

⑩ 

⑤⑥⑫ 

⑪ 

② 

⑧ 

③ 

⑨ 

㉒ 

㉑ 
⑳ 

⑰ 

⑲ 

⑱ 

㉓ 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 名 等 番号 事 業 名 等 番号 

県道弘前鰺ヶ沢線整備事業 ① 中心市街地活性化広場公園整備事業（市民中央広場） ⑬ 

県道弘前岳鰺ヶ沢線整備事業 ② 中心市街地活性化広場公園整備事業（蓬莱広場） ⑭ 

弘前駅前北地区土地区画整理事業 ③ 追手門広場内観光施設受入環境整備事業 ⑮ 

鷹揚公園整備事業 ④ 弘前文化センター環境整備事業 ⑯ 

仲町地区伝統的建造物群保存地区電線共同溝整備事業 ⑤ 弘前市民文化交流館環境整備事業 ⑰ 

消流雪溝整備事業 ⑥ 弘前市民会館環境整備事業 ⑱ 

住吉山道町線道路整備事業 ⑦ 城東口駐車場整備事業 ⑲ 

駅前広場・山道町樋の口町線街路整備事業 ⑧ (仮称)ルネスアベニューリノベーション事業 ⑳ 

吉野町緑地整備事業 ⑨ (仮称)城東閣リノベーション事業 ㉑ 

庁舎増改築事業 ⑩ （仮称）土手町コミュニティパーク第二期整備事業 ㉒ 

弘前城本丸石垣整備事業 ⑪ （仮称）吉野町煉瓦倉庫民間シードルカフェ事業 ㉓ 

伝統的建造物群基盤強化事業 ⑫   

 

ソフト 事 業 等 

民 間 が 事 業 主 体  歴史的建造物等ライトアップ事業 中心市街地活性化協議会支援補助事業 

中心市街地各種イベント開催事業 おもてなしガイド育成事業 景観形成事業 

弘前街歩き観光推進事業 サイクルネット活用促進事業 景観重要建造物保存・改修費助成事業 

テナントミックス・商店街コーディネート事業 ホスピタリティ向上推進事業 趣のある建物散策ガイドマップ作成事業 

アートスペース創出事業 新幹線活用対策事業 地域公共交通再生モデル事業 

藤田記念庭園利活用事業 市 が 事 業 主 体  Wi-Fi環境整備事業 

市内循環バス運営事業 子育て支援住宅制度 交通結節点ネットワーク環境向上事業 

まちなかミニシアター文化交流事業 道路等融雪対策推進事業 中心市街地誘導型パークアンドライド事業 

ファッション甲子園開催事業 空き家・空き地の利活用事業 まちなかお出かけパス事業 

イベント列車運行事業 空き店舗活用チャレンジ融資利子補給措置 ひろさき観光情報発信事業 

まちなかイメージアップ事業 商業近代化資金融資の特例措置 観光ツール表示強化事業 

民 間 と 市 が 事 業 主 体  まちなかクラフト村づくり推進事業 高等教育機関コンソーシアム支援事業 

都市と農村交流事業 空き店舗活用支援事業 お試しサテライトオフィス事業 

弘前感交劇場推進事業 中心市街地雇用促進支援事業 スマートシティ構想推進事業 

おいでよひろさき魅力発信事業 商店街魅力アップ支援事業 店舗シェアリング支援事業 

まち歩き観光パワーアップ事業 創業・起業支援拠点運営事業 大規模小売店舗立地法の特例措置（第一種大規
模小売店舖立地法特例区域） りんご王国魅力発信事業 プロジェクションマッピング事業 

 花で彩るまちづくり推進事業 

 

⑬ 

⑭ 

⑯ 

⑮ 


